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  トップセミナー報告第２弾  

農産物直売所の人気の秘密を生産者の考え、

お客さまの考え、なによりも今回のセミナーで

分かったのは、お客さまが何を求めて直売所に

くるのかその理由、そこにある価値観です。Ａ

コープが追及している「Ａコープらしさ」のひ

とつが「農産物産直コーナー」です。人気爆発

「農産物直売所」の恩恵をどうＡコープがイン

ショップで「農産物直売所」のよさを取り入れ

ればよいかというヒントが見えてきます。だだ、

田中先生は「今のスーパーマーケットの産直コ

ーナーは農産物直売所にとって怖い存在では

ない」といっておられました。その言葉の意味

とアドバイスから直売コーナーの活用方法を

読み取りた

いと考えま

す。 
田中氏の

直売所との

関係は、平

成３年の青

森南部町の１００人のお母さんたちが“直売を

つくろう”という運動からスタートしています

（これが大成功）。現在、農産物直売所は把握

しているだけで６０００箇所、軒先までいれれ

ばその数３０，０００以上といわれ実数は把握

できないという。人口１万人で１億から１億５

千万の売り上げ、全国では１兆５千億の産業に

なっている。規模は５０㎡以下１００㎡が５

０％で、売り場面積は今後広がっていく、都市

近郊の直売所であれば最低でも２００㎡なけ

れば勝負にならないという。 
＊野菜の流通革命  農家が直売所に生きが

いを感じている。６０万戸の農家が直売所に出

荷し、野菜の物流が変わってきている。（市場

出荷が減っている。） 
＊農家の意識が変わった 会員生産者は、「自

分の作った一級品は、堂々と自分の名前を書い

て直売所でうる」「自分の名前をだしたら恥ず

かしいものは農協へ持っていく」。自分の名前

を出しているわけだから本気モードになるし、

しっかりアピールもしている。田中氏は「これ

ほど農家の人たちの意識が変わってきている

ことを農産物流通に携わっている人はしっか

り覚えておかなくてはいけない」と忠告。 
＊消費者の意識も変わった 「採りたてたてや

さいがおいしい」ということに気がついてきた。

それを今度は「ここのお野菜は新鮮でシャキシ

ャキしておいしいよ」、「ここの野菜は冷蔵庫

に入れてスーパーで買った野菜の２倍は日持

ちするよ」と他の人に自慢げに伝えるお客さん。

この宣伝効果は大きい。 
＊新鮮が８割 アンケート調査で直売所に求

めているものは“新鮮”これが８０％です。鮮

度は直売所の命です。朝採りが人気。人気商品

はトマト。“完熟”のつよさ。田中氏「スーパ

ーの熟したトマトは腐っている状態ですよね」。 
＊安全と安心 虫が付いた野菜は買わないの

に安全は求められる。これが難しい。安全と安

心は消費者の本当の意見ではないと思う。マス

コミの影響も大きい。消費者は、流通業者は信



用していないが農家の皆さんは信用している。

“私の名前”ででている。これは、直売所の野

菜は最後の安心のよりどころになっている。そ

ういう安心感が直売所にはある。 
＊仕入れ物には注意 自分たちの産地のもの

を売る直売所が強い。直売所で仕入物を増やす

と評判を落とす。伝統野菜の力を生かすことが

大事。Ａコープも同じ“旬”を大切にせよ。 
地元野菜が少ない店は失敗する。 
＊安いに答える 直売所は“安い”というイメ

ージにどう答えるかが課題。スーパーを見てス

ーパーより１～２割の売価をつける。 
＊生産者の顔 生産者の顔が見えることの強

み。いかに地元農家を組織化することが出来る

かが決めて。意識の低い出荷者が目立つ店はダ

メ。いかに生産者を売場に立たせ、消費者とコ

ミュニケーションをとらせることが大事。 
＊スーパーと直売所は正反対 スーパーの店

長が直売所の店長をして、スーパーのやり方で

やろうとしても上手くいかない。いつでも、ど

こでも、同じものが揃えてあるとスーパーの考

え方と季節感、地元の物を優先する直売所のや

り方は正反対だから。 
＊農家の人はプライドが高い コミュニケー

ションをしっかりとって、農家を持ち上げるく

らいのことが必要。だから、仕入れ品には要注

意。 
＊スーパーでの直売所の運営のポイント 売

場面積は２００㎡。会員は５０名以上、販売品

は地元の物、旬にこだわる。旬、季節感、地元

産を大切にして、直売売場と一般商品の売場は

明確に分ける。売れ残りは引取りの約束だが売

り切って欲しい。でも勝手に値引きは困る。レ

ジの接客の研修はしっかりやってほしい。午後

にも出荷してくれる生産者の募集。出荷者が委

員をつくる。自主的な組織が強い。生産者組織

をしっかり作る。お客さんとの交流を大切にす

る。生産者に当番制にして売場に立ってもらう。

（年少なくとも数回）高齢者の出荷者には優し

い対応をしてください。株式会社農村開発リサ

ーチ代表 田中 満氏の講演より 
 競合店の一歩先行く接客手法  
＊接客にも仕組みづくり 挨拶が重要なのに

挨拶が出来

ない。挨拶

の仕方を知

らないから

です。挨拶

が出来るし

くみを作れ

ばよい。なぜ必要か、どうすればよいかを教え、

それを維持できる仕組みを作る。星印の授与、

チェック、コンテスト、表彰制度、評価などを

組み合わせて仕組みです。 
＊ＳＭの原理と接客 セルフサービスによる

工場管理（形にはまったサービス）ではお客さ

まの満足は得られない。お店は商売をするとこ

ろです。工場から商売への切り替え。 
＊商品力×接客サービス＝集客力 商品力で

勝てなければ接客サービスは固定的な接客サ

ービスにホスピタリティのおもてなしを加え

ることで差別化ができる。対価を伴わない気づ

きのサービスが重要。 
＊時代が変わった お客さまの欲求変化に対

応するためには接客も代るべき。お客さまの本

音をつかむ。お客さまアンケートでは、スーパ

ーに感激したことはない（７８％）、顔や名前

を覚えられるのはいや（６３％）の回答が高い。 
＊２度と行きたくない店 挨拶しない、お礼を

言わない、言葉遣いが悪い、聞いても返事がな

い、売場が分からない、約束を破っても謝らな

い、クレーム対応が良くない、商品の取扱いが

悪い店です。 
＊地域接客Ｎｏになるために 気配り７０％

（自分に対する）、心配り３０％（お客さまを

気遣う心配り）のバランスが目標。スーパーは

セルフサービスだが、言葉を失ってはいけない。

ホスピタリティ（おもてなし）化する。気づき

の推進。ティーチングサービス（接客商品）か

ら接客側面販売の実施（新しい商品）で言葉を



かける。アイコンタクト（笑顔）言葉をかける 
＊行動の前の言葉 行動をする前の言葉を出

せば、感謝の気持ちに慣れる。接客の極意 
＊言葉の背景を知れ 背景が解ればアイデア

が浮かぶ、アイデアが浮かべば、言葉が出る。

行動が変わる。 
＊挨拶と笑顔とアイコンタクト これに会釈

を加える。そして心を添えてホスピタリティサ

ービスの実施 
＊マナーの重要性 スーパーの従業員には、マ

ナーがないというお客さまの固定観念を外す

接客。接客は１対１です。接客は個別にする。

そして言葉を添えることです。正しい態度、振

る舞い（手の中を見せない）、姿勢（右手を押

さえる。脇を空けない） 

＊伝達は全ての人に伝える 平等に全ての人

に伝える仕組み 
目的と目標 経営者は基本方針が決まったら

目的を明確にして具体的な目標を決める。店長

は出された方針を徹底させる。目標達成の為の

計画立案、５ｗ２ｈでの指示、実施と検証いわ

ゆるＰＤＣＡサイクルで実践。 
＊接客の極意 心配りと気配りの配分、心配り

（お客さま重視）による接客でお客さまの喜び

を共有できることがポイント。なぜそうしなけ

ればいけないか理由ある接客を心がける。本当

に意味のあるものを見極める。これに関わるコ

ミュニケーションが重要です。コミュニケーシ

ョン回数で部下の信頼を得ることが出来ます。

R・I 能力開発センター 代表 井上林平

講習会案内 

 １０月の講習会 
 講習会名 ： 第６５回 店舗上級講習会 
 場  所 ： 神奈川県 全農営農・技術センター              
 開催期間 ： 平成２０年１０月８日（水）～１０日（金）３日間 
申込締切日： 平成２０年９月２４日（木） 

 講習会名 ： 第６６回 店舗上級講習会 
 場  所 ： 滋賀県 アグリティ滋賀              
 開催期間 ： 平成２０年１０月１５日（水）～１７日（金）３日間 
申込締切日： 平成２０年１０月１日（木） 

 講習会名 ： 第６７回 店舗上級講習会 
 場  所 ： 福岡県 ＪＡ福岡教育センター              
 開催期間 ： 平成２０年１０月１５日（水）～１７日（金）３日間 
申込締切日： 平成２０年１０月１日（木） 
講習会名 ： 第１２回 惣菜部門講習会 

 場  所 ： 東京都 都立産業貿易センター、品川区立 きゅりあん調理室             

 開催期間 ： 平成２０年１０月２９日（水）～３０日（木）２日間 
申込締切日： 平成２０年１０月１６日（木） 

（会場の都合により日程が変更になりました。ご了解ください。） 
 
１１月の講習会 

 
講習会名 ： 第１回 鮮魚部門（検定対策）講習会 

 場  所 ： 神奈川県 全農営農・技術センター              
 開催期間 ： 平成２０年１１月１１日（火）～１２日（水）２日間 
申込締切日： 平成２０年１０月２８日（火） 
 
講習会名 ： 第５７回 精肉部門講習会           

 場  所 ： 神奈川県 全農営農・技術センター              
 開催期間 ： 平成２０年１１月１８日（火）～１９日（水）２日間 
申込締切日： 平成２０年１１月４日（火） 

 

上級講習会締切

日迫っています。

惣菜講習会 
参加して下

検定とあわせ

年末対策 

技術講習とあ

わせ年末対策 


